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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：豊中市服部南町 2-3-31
最寄駅：阪急宝塚線服部駅下車 徒歩 5 分
境内は見学自由、能舞台の見学は社務所にて事前予約

　平成 19 年 10 月 27 日地域分科会で
は第 5 回大阪歴史街道南北縦断ウォー
クとして服部から豊中を歩いた。今回は
その中で服部の住吉神社能舞台をご紹介
したい。
　阪急服部駅から能勢街道を南へ、吹田
街道を東に徒歩 5 分天竺川の西に住吉
神社がある。住宅街の中、長い桜並木の
参道が現れる。能舞台は拝殿の右手奥に
ある。住吉神社の創建は明らかではない
が、大阪住吉大社の別宮として建立され
た。えびすさんでお馴染みの服部天神宮
とならび服部を代表する神社である。建
築は仁平 2 年（1152 年）以前と考えら
れる。現在の社殿は、昭和 36 年（1961
年）に大阪市中之島にあった豊国神社の
社殿を移築したものである。
　住吉神社能舞台は昭和 56 年大阪天満

宮より移築されたものである。明治 31
年開催された大阪博物場（現・大阪商工
会議所）の観能施設として建築され、昭
和 2 年大阪天満宮に移築された。建築
に係わった人は大阪府技手岡崎要吉、棟
梁雑賀長右衛門、工事監督井上節である。
構造形式は方一間の舞台を南側に、北に
後座、橋掛、東側に脇座を配置している。
後座正面の青松は伝統的な様式を受け継
いでいる。現在は渡り廊下が増築されて
おり、見学には許可がいる。 
　舞台正面には大きなご神木があり、静
かな林に囲まれ神聖な空間を感じる。年
に数回お神楽が催される。一度見学した
いものだ。大阪府では最古の能舞台、平
成 10 年、国の登録有形文化財に指定さ
れる。

（昇　勇）

所在地：東大阪市古箕輪 1 丁目近く
最寄駅：近鉄けいはんな線吉田駅 北西へ徒歩 20 分

　『近鉄けいはんな線吉田駅』から北西に
約1kmの地点。古箕輪八幡宮近くに『水路
の交差点』はある。現在は一部埋め立てら
れ遊歩道等に姿を変えている。
　荷物等の輸送手段が現在のようなトラッ
ク等の陸路によるものでなく舟によるもの
だった頃、現在の道路の役割を果たしてい
た『井路』と呼ばれる水路が張り巡らされて
いた。
　しかし輸送手段の変化により井路の役
割はしだいに無くなり埋め立てられ現在の
ような遊歩道に姿を変えていった。
　大和川付替え以前の新開池内は、旧大
和川によって運ばれた土砂によって埋も
れ、近郷の排水地としての役割を失ったた
めに、五個井路や六郷井路を池内に堀り、
先に掘削されていた徳庵井路に直接排水
していた。新開池の南東端にあたるこの地

で、五号井路と六号井路とは樋口門を通し
て水路を交差させている。以前この場所に
六号井路を通って徳庵までの乗合舟の船
着場があった。
　水路輸送手段に使われていた『井路船』
は湿地帯の周囲に張り巡らされていた井
路を肥料などを載せ行き来していた。
　船底は浅く平らであるのが特徴である。人
が乗るときは棒で水路底や土手を押して進
み荷を多く積む時は人は乗らず、綱をつけ
て水路わきから引っ張るなどして使用して
いた。道路が整備され始める昭和40年頃か
らは井路に浮かぶ姿は見られなくなった。
　井路舟は長さ約6m80cm、幅約1m
40cmの寸法が標準だったようである。
　輸送手段の変化が建築物・土木工作物
の形状に大きな影響を与えるものなのか
考えさせられる風景である。　（篠原利一）
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